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これは、アップデートされた改訂版ではないので、メンバーの学習のためのみとし、外部の人にあげるためには使わないで下さい。ありがとう！
「ファミリー」の教育の利点 

宣教師の単立したコミュニティーからなり、
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　　聖書は、私達が自分達に与えられた祝福を考えるようにと教えています。私達のコミュニティーでの教育法、また子供達にどのような学習機会を与えているかについて詳しく教えてほしいというご要望に応え、私達は「ファミリー」の子供達の受けている様々な教育的利点をまとめてみました。

基本教育

１．「ファミリー」では、どの子供も優れた教育を受けています。

　　すべての年齢の子供達が、人生のあらゆる面において学び、成長するための教育の機会を無限に与えられています。すべての子供達に優れた教育を受けさせることが、「ファミリー」のメンバーの全体的規則また必須事項だからです。コミュニティー内には様々な技能の専門知識を持つ大人が大勢おり、子供達は、数学でも、音楽でも、科学でも、水泳でも、宣教活動でも、または、建築、調理、機械でも、そのような大人から直接学ぶことができます。私達の子供達は暖かい家族と活気のあるクリスチャン・コミュニティーの中で育ち、そこはスクール、教会、宣教支部、家族事業、劇場、レクリエーション・センター、聖書学校、職業訓練学校、地域社会センターであり、何よりも愛にあふれる家庭なのです。

２．ホームスクーリングを通して、子供達は個々の成長に応じた思いやりある教育を受けています。

　　コミュニティー内の子供達を教えているのは、一人一人が学習面で進歩を遂げ、また心豊かに成長していくことを心から願っている人々です。多くの場合、父親か母親、または両方が子供のホームスクーリングに直接関与しています。このように親も子供の教育にかかわることで、いわゆる「学校任せ」の親よりも、子供の教育と訓練について発言する機会がはるかに多くなります。また、親、教師、子供の三者間でのコミュニケーションも活発に行なわれています。各ホーム（地域のコミュニティー）の暖かい家庭的な雰囲気の中でのホームスクーリングは、子供達が学科面で進歩を遂げるのに理想的な教育環境を提供します。

　　また、「ファミリー」の子供達は、放任ではなく、一般の大勢の子供達よりも、より親身な指導や監督を受けています。頻繁に視聴覚教材を使用しますが、コミュニティー内では無差別にテレビを見せることがないので、テレビが教育を圧倒したり、悪影響を与えてその妨げとなるということもありません。

３．一般の子供達と同レベルの基礎科目教育を受けています。

　　子供達は全員、読み書き、数学、歴史、社会、国際情勢、科学、その他いろいろな基礎科目をしっかり学んでいます。中学生以下の子供達は、基礎科目と、美術、演劇、音楽、保健体育を、充実したカリキュラムに沿って学習します。それより上の年齢になると、三本立ての訓練を受けることになります。つまり基礎科目、キリスト教宣教訓練、そして実際的、職業訓練です。

４．「ファミリー」では統一カリキュラムを使用しています。

　　「ファミリー」で使われているホームスクーリングのプログラムは、アメリカ式で、各ホームは、生徒一人一人の必要や住んでいる国の状況によって、カリキュラムの調節、変更、追加などを行ないます。「ファミリー」全体を通して、読み、言語、数学、科学、保健、ライフスキル（生活技能）、聖書学習、どれにおいても、標準的な目標が定められています。歴史、地理、外国語は、生徒が住んでいる国によって多少異なります。

　　「ファミリー」が発行している様々な指導書は、教師や親、また生徒にとって、基礎教育プログラムのための非常に広範囲に渡る手引きとして役立っています。それには、読み書き、数学を系統的に教えるための細かいガイドラインや、科学や社会一般、歴史、地理、生物、保健体育、演劇、美術、音楽、生活技術や外国語の学習のための参考書や授業の手引きなどがあります。

　　このように一貫したカリキュラムが世界中で使われているのは、生徒が国を移動する場合に非常に役立っています。また、「ティーチャーズ・プランナー」は、学年毎に一年間に学習する教材を列記しているので、教師の授業計画作りが楽になり、簡潔で明瞭なプログラムのおかげで、親も教師も容易に系統立てて教えていくことができます。

５．コミュニティー内の幼児は、面白くエキサイティングな学習や遊びの時間を楽しんでいます。

　　年少の子供達の教師、親、世話をする人は、子供達の興味をそそる、楽しい学習環境で、バラエティーに富んだクラスを行なうよう奨励されています。子供は、幼い頃から遊びを通して多くの事を学ぶので、私達の子供達の学習も、有意義な遊びを豊富に盛り込んでいます。その多くは、グレン・ドーマン博士が開発し、素晴らしい成果をあげている幼児教育テクニックの一部や、モンテッソリ法を幾らか修正したものを参考にしています。

　　就学前の子供達は、聖書物語やフランネルグラフ、読む準備としてサイト・ワード（視覚効果を使っての読みの学習）や基本的なフォニックス（つづりと発音の関係を教える語学教授法)、算数の基礎（グレン・ドーマン博士の「幼児に算数を教える」プログラムは、多くのファミリー・ホームで使われています）、歌、図工、生活技能、簡単な理科と社会、マナーや社会性、室内、屋外でのゲームや活動、水泳（可能なら）、簡単な演劇などを学びます。人は、人生の基本的な事柄の多くを５才までに学んでしまうと言われているので、幼い年齢に学習の機会を与える事は非常に重要であると私達は考えています。

６．子供達の教育のために、「ファミリー」は沢山の教育ビデオを制作しました。

　　「ゴールデン・エイジ・プロダクション」（ＧＡＰ）ビデオシリーズは、あらゆる年齢の子供の教育に役立てるために「ファミリー」が制作している教育ビデオシリーズです。読み書き、数学、社会に関するビデオが豊富に揃っているだけでなく、美術、工芸、歌や演技、動物の世話、聖書知識、モラルや信仰を高める話、その他数えきれないほどバラエティーに富んだプログラムがあります。

　　例えば、ビデオ「I Can Read」や「Writing Right」は、読み書きの初歩を教えます。「Teach Me Time」は、保育部、幼児部の子供達が楽しく活発に学べるだけではなく、幼い子供を教えるための優れたアイデアを親や教師に提供しています。「School Days」ビデオは、毎日の生活で経験することを学習に取入れ、学ぶことを楽しくしています。「Uncle Dan's Math」は総合数学シリーズで、生徒に足し算、引算、かけ算、割り算の基礎から幾何学全般まで教えます。

　　また、ＧＡＰビデオ・シリーズには、特に親や教師に、ホームスクーリング・プログラムの効果的な方法を教えるプログラムが多数あります。

７．コミュニティー内の子供達の読み書きの全体的なレベルは、非常に高いものです。

　　「ファミリー」は、「神の御言葉」を活動の土台としており、神の真理をできる限り学び、他の人にそれを伝えるべく献身しています。印刷された御言葉は、私達の人生を形成するのに大切な役割を果しています。神の御言葉を読むことに力を入れているので、子供達は比較的楽に読みを覚えられ、大抵５才か６才、またはもっと早い年齢で読めるようになります。

８．私達は教育のバランスを大切にしています。

　　私達は、子供達の教育には正しいバランスが必要であると信じています。「偽りのはかりは主に憎まれ、正しいおもりは主に喜ばれる。」（箴言11章1節）　私達は、宗教であれ、何であれ、たとえそれが良いものであっても、子供に余りにも沢山詰め込もうとするのはよくないと考えています。聖書でも、「あなたは義に過ぎてはならない。また賢きに過ぎてはならない。」と警告しています。（伝道の書7章16節）　この伝道の書は、「多く学べばからだが疲れる。」（伝道の書12章12節）、「天が下のすべての事には季節があり、すべてのわざには時がある。」（伝道の書3章1節）とも戒めているのです。私達のコミュニティーでは、子供にバランスのとれた生活を送らせるよう努めています。これは、勉強でも、遊びでも、また、レクリエーション、仕事、一般教科、実用的技能、聖書学習、音楽、演劇、道徳的な事柄、祈り、休息、特別な野外活動など、どれにおいても言えることです。一つの事だけにしばらく集中するのは、遅れを取り戻すために補習が必要な時や、何かの科目に子供が非常に強い興味を示した時だけです。

９．私達は、子供の年齢によるグループ分けだけを強調してはいません。

　　特定の活動や授業では、子供達は年齢に応じてグループに分かれますが、大抵の場合、子供達は、年上、年下両方の様々な年齢の子供達と頻繁に接しています。年齢または学年による一般的なグループ分けをするものの、できるだけ、子供が自分に合ったペースで学習を進めていけるよう配慮することを奨励しています。私達は、子供をあまりにも厳格に学年や年齢で分けてしまうと、極端な場合には、子供達は同年齢の子供とばかりいるようになり、彼らの社会性の発達を阻む可能性もあると考えています。子供達が自分の年齢以外の子供達と接し、彼らから学べるのは、心を豊かにする経験だと言えます。人と接する機会を年齢によって限定してしまうことは、私達の宣教活動全体の目的である、団結の促進、あらゆる年齢の人を思いやり、助けることと相反しています。私達は、バランスのとれた対人関係を持つべきと信じています。つまり、同じ年齢の子供達と一緒にいる時とそうでない時の両方があるべきだということです。

１０．学習と教育は、「授業」だけではなく、生活そのものに組み込まれています。

　　「ファミリー」内での教育は楽しいものです。私達の子供達にとって、学習や教育は日常生活の一部となっています。学ぶことに対するこの新鮮な態度は、一つには学習が私達の毎日の生活や行動にしっかり溶け込んでいるためでしょう。学ぶことが生活に密接につながっていると、エキサイティングなチャレンジとなります。しかしながら、子供達自身が、学ぶ目的を理解できず、学んだことを自ら応用する機会もないなら、勉強はただの表面的な詰め込み作業で、退屈なものとなってしまうことがしばしばです。子供達は、勉強している事柄が自分の生活にどう関係しているのかわからないのです。

　　勉強を強いられ、学ぶことがあまりにも教科書中心で、子供の生活や興味からかけ離れているなら、ただ退屈なだけで、学ぼうという意欲も失ってしまうでしょう。また成績や評価、進級が最大のゴールとなるなら、その質は低下します。勉強は楽しいチャレンジであるべきで、辛い我慢の仕事となるべきではありません。

　　確かに、どんな事柄を教えるにも、ある程度、子供達の生活に結び付けてあげることが必要ですが、その知識が役に立ち、価値があり、満足を与えることがより明らかになればなる程、子供達はもっと良く、早く学ぶと私達は考えています。そして、勉強が辛いことではなく、食べることのように自然で、人生の楽しみの一つとなるよう努力しています。学ぶことは、子供が大きくなれば、それで終わりではありません。生涯、続けていくものです。「ファミリー」内の大人も、セミナー、グループ・ディスカッション、実用訓練や職業訓練、また様々な主題に関する大量の参考資料によって、引き続き学んでいます。

１１．実地教育や職業訓練を重視しています。

　　「各自が自分の仕事を誰かに教えること」が「ファミリー」のモットーです。（第２テモテ2章2節を参照）私達は通常、実地訓練、つまり正しいやり方を教えてくれる人の横で、実践と経験によって学んでいく方法を実践しています。日常生活に必要な技術を学ぶことは、幼い子供達の教育でも重要な部分を占めています。私達のコミュニティーの協力的な生活環境の中で、子供達は、多くの興味深い仕事や、自分の周囲で起こっている様々な事柄に活発に参加する機会が与えられます。

　　私達の子供達は、「ライフスキル（生活技術)」全般の豊富な訓練と実地体験に恵まれています。例えば、身のまわりの世話、健康と安全、コミュニケーション、環境維持、節約、ペットの世話など、多種多様です。「ファミリー」は、節約を重んじ、資源を大切にし、無駄にしない事を常に心がけています。また、自分達の持っている物を最大限に利用し、浪費や贅沢を避けるように努めています。

　　コミュニティーのティーンエイジャーは、学業の一部として職業訓練に参加します。若い見習生のようなものです。

１２．子供達は、学力テストでは判定できない、様々な技術や科目を学んでいます。

　　私達の子供達は、一般の学力テストや標準テストなどで良い成績を修めますが、そういったテストでは、子供が学んでいる事柄の内、ごく限られた、表面的なものしか測ることができません。標準テストは、幾つかの科目の限られた側面における学力を測るだけで、子供の人生のより重要な分野における能力は測れません。私達は以下のような事柄を、子供の教育の必須事項と考えています。性格、決断能力、粘り強さ、創造性、コミュニケーション、互いへの尊敬、ユーモアのセンス、知恵、思いやり、人とうまくやっていく能力、寛大さ、忍耐、幸福、確信、決意したことをやり抜くこと、感謝の心、自信、やる気、責任遂行能力、率先性、チームワーク、常識、前向きな態度、問題解決能力、他の人の知識や情報源から学ぶ能力、神と互いへの愛、信仰、希望、祈り、神の御言葉の知識、伝道とクリスチャンとしてのリーダーシップなどです。学校の学力テストでは決して測れないこういった「科目」が、私達の教育の中心となっています。

私達のクリスチャン教育

１３．私達の教育は聖書を基盤としています。

　　神の御言葉は、私達の教育システム全体の礎(いしずえ)です。私達の全目的が、教育、すなわち人々を福音の真理の内に教育することだからです！　どの分野、あるいはどの科目においても、主要な目的は神に対する信仰を築くことで、子供達は神の数々の約束や、創造、神の愛、人類に対する神の計画などを学びます。神の御言葉は、知恵と知識の無限の宝庫であり、人生における重要な疑問に答え、また大きな問題の殆どを解決してくれるのです。（この点に関して、詳しくお知りになりたい方は、「見解と方針についての声明文：キリストを中心とする聖書を基盤とした教育」をごらん下さい。）

１４．私達のグループの子供達は、天国や霊の世界についての事柄を学び、人間的な深さを育んでいます。

　　私達は、人間の物理的限界を超えた素晴らしい霊の領域があると信じています。昔から、この世の限界を超えて次の世界をかいま見ようと願った、偉大な哲学者や著述家、また世界の歴史を変えた人々の心は、内面の喜びや好奇心、想像力などでかきたてられてきました！　人生に霊的な次元を含めると、時間を超越した、永遠という観念を持つようになります。自分の肉体的な感覚を越えて、まだ目に見えないものに触れるのです。神と御言葉と聖霊を通じて、私達は霊というこの隠された大いなる次元について学び、同時に自分達が現在住む世界についてもより深く理解できるようになります。

　　この別の次元を適切に紹介してくれるカリキュラムは見あたりませんが、これはどのような人にとっても非常に大切な事柄です。私達は、人間の霊的な側面をなおざりにするべきではなく、神が意図されたように育まねばならないと信じています。神の神秘性に心と思いを開き、人生に関する正しい観念を育むのです。霊的な良き事柄を認識することによって、天国をかいま見ることもできるので、人生の意味をいっそう理解し、また人生をより楽しめるようになります。

１５．神を敬う事は、私達の子供達の生活の一部です。

　　神を知り、敬うことは、クリスチャンの生活において、非常に重要な部分を占めます。賢者ソロモンは、「神を恐れ、その命令を守れ。これはすべての人の本分である。」（伝道の書12章13節）と言いました。神とその力、また私達の内における神の存在を心から敬うことは、人間が自らの行動を導き、統制する上で、非常に必要になります。神を真に知ることで、私達は正しい軌道に乗って進み、問題を避けることが出来ます。それだけでなく、神が自分のために存在しておられると知ることで心が慰められるのです。

　　私達は子供達に、神は私達が間違いを犯したら、容赦なく打ちのめそうと待ち構えている恐ろしい存在ではなく、公平で深い愛をもった父親であって、私達が素直に神に助けと赦しを求めるなら、憐れみと赦しを惜しみなく注いで下さると教えています。

１６．道徳は、生活の中での手本を通して教えられています。

　　現代では、驚くほど多くの若者が、「正直さ、他人への尊敬、個人の責任、市民の義務といった、昔ながらの道徳観から離れて」しまっています。ジョセフソン倫理協会（アメリカ）の創始者、マイケル・ジョセフソンによれば、最近の「もらって当然」という若者の考え方は、「極めて自己中心的で危険であり、自分の必要や、ほしい物、ほしくない物、また権利などで頭がいっぱいである。また目的を果たす為には嘘をついたり、だましたり、無責任な行動を取る」傾向にあるそうです。現代の若者は、自己を満足させ、勝利者となることが正しいと思っており、自分の欲しいものは手段を選ばず手に入れて当然だと感じている人も多いようです。

　　これは、私達のグループの若者に教えようとしている道徳的態度や行動とは全くかけ離れています。私達の子供達は幼い頃から、思いやりを持ち、親切で、優しく、犠牲的で、喜んで分かち合い、忍耐を持ち、勤勉で、物にこだわらず、非利己的であるよう教えられています。健全な道徳観と昔ながらの良い振舞いは、私達のホームやコミュニティーの中で、日常生活と教育の一部として健在であり、盛んに行なわれています。

　　私達は子供達の模範となる人物について教えています。これには、イエス・キリストだけでなく、聖書の偉大な英雄達、クリスチャンの偉大な信仰の英雄達、また現代の勇気ある人々も含まれます。また、子供達の親や教師も、神に献身的に仕える人の素晴らしい手本です。私達は、良い行ないを子供達に「説く」だけでなく、生きた手本を通してそれを示すのです。

１７．信仰による生活を通じて、子供達の信仰が築かれます。

　　「義人は信仰によって生きる。」（ヘブル10章38節）　神に対して真の信仰を持っている人は、信仰を全く持たないか、信仰の弱い人よりも、多くの強みを持っています。「自分の神を知る者は、堅く立って大いなる事を行ないます。」（ダニエル11章32節）　神を知ることで、内面的な強さが生まれ、苦難や、恐れ、愛する人との死別、苦境や失敗などを乗り越えることが出来ます。コミュニティーの子供達には、奇跡をもたらし、人の人生を変える信仰の基礎があります。私達が子供達のために出版している聖書に基づいた出版物は、信仰をもって様々な状況に直面することを学ぶ助けとなっており、問題にも積極的に取り組むことを奨励しています。世間一般の学校で、信仰が一人でに育つことはありません。信仰は、神の御言葉を聞いて、信じることから生まれるからです。（ローマ10章17節）　そして現代の学校の大半では、そうする機会がほとんどありません。国によっては、多くの学校で、聖書を読むことが禁じられているところさえあります。

１８．コミュニティーの子供の心には、希望という、貴重な精神面での力が育まれています。

　　希望は、大きな助けとなる、神からの尊い賜物であり、神を愛し、聖書を信じる人々に与えられます。神と近く生活するなら、つまり、神が働かれるのを見、その愛に満ちた御計画に信頼するほど神に近くあるなら、神がすべてを取り計らい、神を愛する者に万事が共に働いて益となるようにして下さると信じる力が生まれます。教育は、神への愛と信頼や、肯定的なものの見方、時には不可能な逆境に直面するだけの、人知を越えた希望ある態度を促進すべきだと私達は信じています。希望は、子供達が私達のクリスチャン「ファミリー」の環境で育む、内面的な力なのです。

１９．愛や思いやりや理解は、メンバー全員に奨励され、コミュニティーの子供達は、兄弟愛に溢れた雰囲気の中で育ちます。

　　聖パウロは、第一コリント13章で、「いつまでも存続するものは、信仰と希望と愛と、この三つである。このうちで最も大いなるものは、愛である。」と言いました。愛は、神の本質です。なぜなら、「神は愛」だからです。(第１ヨハネ4章8節)　愛は、神が人間に与えられた非常に強力な賜物で、武力が及ばない所も征服します。｢愛は絶えることがない｣、あるいは敗れることがないのです。(第１コリント13章8節)　私達は子供達を愛しており、互いへの愛を忘れないようにと教えています。もちろん、コミュニティー内のメンバーも時にはコミュニケーションがうまくいかなかったり、誤解が生じることもありますが、どんな行き違いも円満に解決するよう互いに努力しています。｢兄弟愛を続けなさい。｣(ヘブル13章1節)　愛は、真のクリスチャンのシンボルであるべきです。｢互に愛し合うならば、それによって、あなたがたがわたしの弟子である事を、すべての者が認めるであろう。｣(ヨハネ13章35節)　憎しみに満ちた世界の中で、この愛こそ、他のどんな資質にもまして奨励され、育まれねばならないと私達は信じています。

２０．個人の祈りの生活は、とても重要です。

　　自分の問題や心の負担を神に委ねると、人生がはるかに楽になります。頻繁に祈ることで、多くの問題を未然に防ぐことも出来ます。互いとのコミュニケーションが必要な技術であるのと同様、私達は、愛に溢れた救い主との素晴らしいコミュニケーション手段として、祈りの方法を全員が学ばねばならないと信じています。祈りの力は、クリスチャンとして私達が子供達に伝えなければならない大切なものであり、真のキリスト教教育に不可欠です。この人知を越えた主とのコミュニケーションの手段、神の賜物、そして心の平安と慰めの源として広く認められているものを、多くの学校が禁じさえしているのを目にするのは、非常に悲しいことです。

２１．コミュニティーでは、赦しや憐れみを育み、憎悪からの解放を助けます。

　　否定的な精神的態度や、おさまらぬ怒りと苛立ちは、心にも身体にも悪影響を及ぼします。そういった感情は、精神的成長を妨げ、幸福を奪い、健康をむしばむ原因にもなり得るのです。放っておくと、感情的な苛立ちのせいで、人に激怒したり傷つけたりすることにもなりかねません。子供達に、そのような破壊的な感情を取り除くか、解決する方法を教えることも教育の一部だと、私達は信じています。幸せで実り豊かな人生を送るには、人との摩擦や心の傷は素早く解決されねばなりません。祈りや聖書の言葉から学ぶことを通じて、イエスと自分との間で解決できる問題もあれば、当事者が話し合って、皆が満足するような方法で解決すべき問題もあります。神は、人類の全問題に関して、素晴らしく肯定的な解決法を数多く持っておられます。私達は、こういった優れた解決策を見いだす方法を知ることこそ、誰の教育においても優先されるべきだと信じています。一般の学校や大学では、神の解決策が無視あるいは軽視されているために、近年、暴力や若者の自殺が急増するという悲しい結果を生んでいます。

２２．正直は最良の策。

　　「ファミリー」の子供達は、周囲の人達が互いに真実を話すという確信をもって育ちます。私達は、子供達に正直であるよう教え、子供が心を開いて正直に何かを話した時には、理解や同情を示すようにしています。子供達が自分の正直な気持ちを話したり、わからない事を質問できるよう、信頼のおける大人が説明やカウンセルのために時間をとれるようになっています。コミュニティー内の大人も、自分の欠点や間違いに対してオープンで正直になり、良い手本を示すよう奨励されています。現在の社会では、そのような正直でオープンな環境にいる子供はごく僅かです。

２３．正しいと信じる事は、確信と信念を持って行なうよう子供達に奨励しています。

　　私達のコミュニティーの子供達は、自分の行動が他の人の人生に良い影響を及ぼすという確信を持ちながら育ちます。自分の良い振舞いが他の人に直接、良い影響をもたらした事を自らの目で見るので、子供達の自信や正しい事を行なおうという確信が強まるのです。私達の子供達は、他の人を助け、例えそれが犠牲であっても、正しいとわかっている事は堂々と主張するという手本を人々に示す事で、その確信と信念を強めていきます。

　　伝道活動で、私達の若者は様々な人々に接し、彼らの人生の悩みを耳にします。彼らは、現代社会の若者が持っている他の宗教、哲学、思想などの様々な断片を直接目にするのです。そして自分達の生き方と、他の若者達のそれとを比べ、十分な知識や情報を得た上で、十分な年齢に達した時に、自分の人生について個人的な決断を下すことができます。

クリスチャン・リーダーシップと

宣教訓練
２４．宣教訓練は、良き人格形成に役立ちます。

　　宣教師の生活は、冒険とチャレンジに満ちています。新しく興味深い事に次々に遭遇し、様々な場所に行くことができ、福音を宣べ伝える相手も無限のバラエティーがあって、実に多種多様です。

　　私達の宣教生活は自己中心的なものではなく、他の人に仕えることが基盤となっています。私利私欲の追求は奨励されず、他の人達と分け合うこと、また、全員が使用できる物は、賢く、効果的、能率的かつ経済的に使うことを勧めています。物を正しく管理することが奨励され、子供達も幼い頃から、その責任を学びます。

２５．様々な活動に参加することによって、物事を運営していく能力や人と働くことを学んでいます。

　　コミュニティー内の子供や若者は、内外での様々な種類のグループ活動やパフォーマンスの企画や指揮によく携わっています。それには聖書学習グループ、ミーティング、特別なパフォーマンス、セミナーなどが含まれます。私達の若者達はグループ・マネージメントや、どのように新来者の必要に応えるか、また、グループ活動のスケジュールの組み方を学んでおり、リーダーシップや統率の訓練を受けています。

２６．伝道活動は、カウンセリングやコミュニケーションの仕方を学ぶ素晴らしい訓練です。

　　伝道活動は、パワフルで前向きな心と心のコミュニケーションであって、人生の不可解な部分や問題に対する神の解決策を教えるために、感情や信条を互いに語り合う独特な活動です。クリスチャンの信仰を伝えるのは、人と人とのやりとりの中でも非常にユニークな形のものです。それに関わる人全員にとって、精神を高揚させ、心を自由にする、非常に有益な経験となりえます。現代のクリスチャンの間で、この活動があまり行なわれていないのは何故でしょうか？　それは、この活動をしていくには、堂々とした信仰の表明や正直なコミュニケーションの妨げとなる他の人々からの圧力や慣習にも負けないだけの勇気や率先力、信念、神への信頼、他の人への愛が必要とされるからです。イエスは、御自分を信じる者は誰でも伝道者となり、自分が知っている真理と受けた愛を他の人に伝える事を求めておられます。実際に行い、経験を積み、人の心の必要を理解し、神の御言葉の知識を深め、祈り、聖霊によって強められることで、効果的な伝道を行なうのがさらに容易になります。

　　伝道にはどんな益があるでしょうか？　伝道をすると、他の人の心の必要にもっと敏感になり、また伝道された人々が願わくば救われることになります。さらには、私達の若者と伝道されている人々の双方が、自分達のコミュニケーションを抑制する壁や障害を取り除く助けになります。そして新しい考え方や大志、自分が価値ある人間であるという自覚が生まれます。彼らは他の人も自分と同じような経験をしたり、同じような感情を抱くことを知ります。伝道活動をすることで、生きがいを感じ、自分が重要な役割を果たしていることを確信するのです。

　　子供達の中には、とても小さい時から伝道活動を経験する子もいます。時おり親と一緒に伝道活動に出るだけではなく、小さい時から、よく福祉施設、孤児院、老人ホームなどで歌やダンス、時には人形劇をして伝道活動に参加しているのです。子供達は自分達の活動が人々の心に触れ、その人生を明るくするのを目の当たりにするので、それらを非常に楽しみ、また満足感を覚えています。

　　クリスチャンとしての信仰を人々に伝えることは、深く、誠実なコミュニケーションの一つの形であり、素晴らしいものですが、必ずしも、一般の人々から理解されているわけではありません。私達の子供達や若者達は、この最もエキサイティングで素晴らしいコミュニケーションの訓練を受けています。これは、実践と経験によってしか学ぶことのできない能力の一つです。活動的なクリスチャンである私達の人生の中心となっている、このかけがえのない能力を、学力テストで測ることなど決してできません。

２７．様々な国を旅行するのは、宣教生活の大切な一部です。

　　様々な文化との出会いによって、メンバーは幅広い教育を受け、バランスのとれた世界観を持つことができます。私達の若者達は、世界の国々に対して自然な興味を抱き、実際に旅をする機会があります。これは、現在ある最高の部類の「交換留学生」プログラムに匹敵することでしょう。多くのメンバーが、自分の子供と一緒に広範囲に渡る旅行をし、十代や二十代前後のメンバーも同様に広く国々を回る機会を頻繁に持っています。旅行は限られた人の特権ではなく、宣教師として当然の事です。現在多くの大学が、世界を旅行して回ることで受ける教育的な益の素晴らしさを認め、個人の旅行経験を高く評価しています。

２８．言語能力を伸ばすことに力を入れています。

　　私達のコミュニティーの子供達は「ファミリー」外の大半の子供達よりも、外国語を学ぶことの必要性を認識しており、また、実際に学ぶよう奨励されています。私達の子供達は他の言語を話す同じグループの子供や友人と出会ったり、交際するので、これは私達の生活様式から出た自然な結果です。「ファミリー」の子供達は、英語と共に、自分達が住んでいる国の言葉も学ぶよう励まされます。典型的なファミリー・ホームの大人の大多数が二か国語以上を上手に話し、そのような言語能力の多くが子供達にも教えられています。

２９．グローバル意識を持つ私達の若者達。

　　宣教団体として、私達はまさに全世界に出て行っています。（マルコ16章15節を参照）　世界に目を向けるというこの態度により、「ファミリー」の子供達は他の子供達よりもはるかにグローバル意識を持っています。「ファミリー」は世界各国にホームを持ち、よく旅行をする友人がいます。そしてメンバーは、世界のあらゆる国から来た人達に証しをしているのです。また本国にいる場合でも、よく外国からの移民居住区に行って、伝道活動を行ないます。

　　世界に対する私達の関心や懸念も、グローバル意識を育む助けになっています。私達は、今が終わりの時であり、イエスの再臨の前に起こると聖書で予告されている様々な出来事が今まさに起ころうとしていると信じています。それゆえ、世界の情勢に通じておく必要があります。世界中の「ファミリー」からの祈りのリクエストも、私達の子供達に、自分達が住んでいる世界への幅広い見方と理解を養い、おそらくは、一般のほとんどの子供達より時勢に通じる助けになっていることでしょう。

３０．愛はカルチャー・ショックを取り除く。

　　世界を旅する「ファミリー」の子供達は、その経験を楽しみ、またそれから益を得ています。というのも、どの子供も、生まれてからずっと沢山の愛やパーソナルケアや思いやりを注いでもらっているからです。私達の子供達は、社会面、教育面で大きな混乱を経験したことはありません。「ファミリー」の生活や教育の仕方は、どこへ行っても似ているからです。私達はホームスクーリング(家庭での教育)をし、世界中のホームが同じようなカリキュラムを使用しているので、一貫した教育が受けられます。一つのコミュニティーから別のコミュニティーに移ることは、普通、辛い経験ではありません。それは、同じ地区の別の家に引っ越すか、近い親戚や友人を訪問するようなものなのです。

　「ファミリー」全体の人口は少ないので、以前知り合いだったメンバー同士がまた一緒になることもよくあります。子供達も、「ペンパル」のように、他の国にいる友達や知り合いと文通しています。

３１．柔軟性と順応性は、宣教師が必ず学ばねばならない事です。

　　順応性も、宣教師に必要な重要な条件です。宣教師はすべての人に対応できるようでなければなりません。（１コリント9章22節を参照）　個人としても、またグループとしても、宣教生活には、今まで経験したことのないありとあらゆる種類の状況や難しい状況に対応していくという、非常に高度なレベルの順応性が要求されます。住んでいる国の政治、信条、言語、経済、歴史など、すべてが、私達のコミュニティーに直接影響を及ぼし、その国の文化や人々に順応するため、メンバーは常に、必要に応じて様々な事柄を変更していかなければならないのです。これは、年齢に関係なく誰にとっても、多くを学べる、非常に有益な経験です。このように宣教師の生活様式に順応性と柔軟性が要求される事は、私達の若者がめまぐるしく移り変わる現代社会にうまく適応していくための良い準備となります。現代社会では、例えば、先進国でも、人々は一生に何度も転職しなければならないといった状態なのです。

　　私達は常に、自らの、そして他の人の生活を改善する方法を追求しています。型にはまった行動ではなく、問題への新しい解決策を見い出し、新たな方法を実行するため、変化に対して柔軟な態度を持つよう努めています。特に、それらの変化が私達の生活様式、仕事、教育、コミュニケーションを改善したり、子供達との会話をさらに効果的にするものであるなら尚更です。この建設的な柔軟性を通して、私達の子供達は、率先性、即座の対応能力、問題解決能力、そして人生における障害や新しいチャレンジに対して前向きな姿勢を持つことを学びます。

　　柔軟性と順応性を育むには、恐れや不安のない環境が一番です。ファミリーのホームは、非常に安定していて、安心感に満ちた環境なので、子供達は自分が愛され、受け入れられていると、確信しながら成長していきます。

３２．私達の子供達は、外出時の危険性に注意すると共に、家では安全に気をつけるよう教えられています。

　　私達はホームをできるだけ安全な場所とするよう努めています。乳幼児に対して特別な配慮をし、子供達にとって安全な環境を築くよう努力しています。子供も大人も全員が安全に気を配り、現代社会の様々な危険に敏感であるよう教えられています。そして、神の助けと保護に信仰と確信を持つことの重要性を常に強調していることは、言うまでもありません。私達の子供達は、現代社会のほとんどの子供達と比べて、危険に遭遇する機会が少ないでしょう。私達は子供達をしっかり監督し、手本を示すことによって、どう行動すべきか教えているからです。時々「ファミリー」は、子供を熱心に監督あるいは訓練することで批判されることがあります。そのような批判をする人達の大半は、私達や私達の子供達に会ったこともなく、海外旅行や、様々な種類の文化や状況に遭遇すること、さらには世界中のあらゆる種類の人々に伝道し、助けをさしのべる宣教師の家族なら必ず直面する問題などを自ら経験したことがなく、それに対する理解が欠けているようです。

３３．様々なタイプの人と会ったり、共に働くには、良い人間関係を築くテクニックが要求されます。

　　子供達に奨励する事柄の一つは、様々な背景や信条を持つ人々とうまくやっていく技術です。年長の子供達は特に、私達大人と一緒に、貧しい人から裕福な人まで、あらゆる職業や地位の人々を訪問し、宣教することがよくあります。これは、子供達の訓練において、社会的にも文化的にも有意義な経験です。

　　宣教活動をし、直接訪問したり、大勢の人達の前で歌やダンスをしたり、訪問者をもてなしたり、あるいは報道機関の質問にしっかり答えたりしながら、私達の子供達は、相手が一人であれ、大勢であれ、人との接し方を最も自然な方法で、つまり、様々なタイプの人とじかに会って話したりすることを通じて学びます。そして、好感を持たれる客となる方法、親切に客をもてなす方法を学んでいくのです。

３４．対人関係における摩擦や問題の解決も学ぶべき大切な事柄です。

　　信仰を通して、私達は、どんな問題にも解決策があることを学びます。コミュニティー内での摩擦を攻撃や暴力によって解決するなどということは決してありませんし、体罰も子供の問題に関する永続的な解決策とは考えていません。本人が神との強いきずなを持つことや、子供一人一人に愛のこもった指導をし、子供によく説明する教育こそが、唯一の永続的な解決策なのです。

　　私達は、子供達がどんな問題でも自分で解決するのを助けるよう努めています。子供達が、問題やそれに関わる事柄を明確に理解し、そこから生じる可能性のある結果や意見について話し合うことができれば、大抵は自分達で正しい決断を下せます。これには、良いコミュニケーションと祈り、愛、信頼が必要で、互いの間にできてしまった壁を取り除き、謝ることも学ばねばなりません。私達は、他の人達の知恵や過ちから学ぶことの大切さを信じており、聖書やその他多くの出版物などに出て来る例を通して、子供達に、人間の振舞いや対人関係に関して学ばせています。これは、子供達が決断能力や問題解決の技術を身につけるのに役立ちます。

共同生活から学ぶこと

３５．共同生活自体が、教育です。

　　共同生活は、子供達にとって、社会的、教育的、職業的な学習の機会です。こういった機会は、一般の子供達には滅多にありません。私達の子供達は、永続する友情を沢山育みます。そして、大家族のあらゆる益を受け、同時に、一人一人にも関心が注がれ、精神的に支えられながら成長していきます。

　　様々な年齢層で、人種も国籍も言語も、社会的、経済的、教育的背景も異なる人々と協調する生活から学べることは非常に多く、有意義な体験です。それに加えて、共同生活を送るには、各自が身につけるべき、様々な対人関係や行動のマナーがあります。例えば、思いやり、礼儀、正直なコミュニケーション、整理整頓、仕事における勤勉さ、時間を守る、喜んで他の人を助ける、忠実さと責任感などですが、他にもまだまだ沢山あります。私達が「ファミリー」の共同生活を通して学んだ様々な対人関係の原則や秘訣は、「ファミリー」外の大勢の人々にも役立つ事でしょう。例えば、年輩の独身者、独身の父親または母親、ホームレス、あるいは低所得の家族は、一緒に住んで助け合うことによって、必要とされる多くの社会的、経済的な益を受けるのではないでしょうか。

３６．共同生活や共通の目標、良いコミュニケーションを通じて、私達は互いから学び合います。

　　私達の子供達は、豊富な神の御言葉からだけでなく、他の人の経験や知識からも学びます。「ファミリー」の積み重なる知識がどんどん彼らに伝えられるからです。共に働き、他人の経験から学ぶことは、非常に効果的な学習環境を作り出します。「ファミリー」では、全員の益となるように、学んだことを記録し、印刷して、次々にそれらを伝えます。経験は素晴らしい教師で、私達のメンバー達は、互いに学び合い、知識を分け合う事を通じて、ますます豊かな生活を送っています。

３７．私達の子供達の生活は、人間関係においても、情緒面でも安定しています。

　　現代社会の子供達の多くが、家庭内の様々な問題のせいで、成長過程においてなかなか学べないという状況にあります。例えば両親の口論や離婚、麻薬問題、アルコール中毒、ギャンブル、兄弟姉妹の非行や暴力、経済的困難、親の子育てに対する未熟さなどです。それとは対照的に、私達のコミュニティーの子供達は、非常に安定した家庭環境にいます。家庭生活が子供達の学ぶ過程における障害になる事は、殆どないと言っていいでしょう。両親の別居などの障害に直面したとしても、親密な家庭環境と、そういった状況の子供達に対して特に与えられる個人的なケアによって、社会の大半の家庭で経験するよりも、危機やダメージが和らげられるのです。

　　私達のホームの暖かい環境にいる子供達は友人もすぐにできるので、別の所に移って長いことなじめずに苦労するということもありません。従って、一般の子供達の多くが落胆したり、問題を起こすきっかけとなる、極度の孤独感にさいなまれる事は、ほとんどないのです。

３８．子供達は、健康的な習慣と正しい食生活を身につけます。

　　「ファミリー」では、子供達の健康は非常に重要と考えています。健康と、バランスの取れた正しい食生活は、子供の学業の進歩に大切な役割を果たすので、幼い頃から健康的な衛生習慣を教えています。子供達が毎日、十分な休息、活発な運動、甘い物や栄養のない物を控えたバランスの取れた食事を欠かさないように、私達は多大な努力をしています。

　　共同生活、伝道や宣教の仕事は人と接する機会が多いので、清潔できちんとした身なりをさせることや、歯の衛生にも気を配っています。

３９．ホームの高い水準とガイドラインによって、子供達はよく学びます。

　　規則がすべてイエスの教えに基づいている、愛と秩序あふれる環境で育つことには、子供達が学ぶ上で大きな利点が沢山あります。「ファミリー」のホームはすべて、共通の行動指針に沿った生活をすることに同意しているため、立派な市民たる秩序正しい行動が重んじられます。私達の子供達は、衛生や品行、安全、健康、他の人の権利の尊重などで高い基準を維持することを幼い頃から学びます。しかも、それらに愛と憐れみと赦しが伴っていることは、私達の規則や訓練の素晴らしい点の一つです。

４０．コミュニティーの子供達は、他の子供達から非常に良い影響を受けます。

　　現在の学校教育現場で学習効果や能率が思うように上がらない原因の多くは、私達のコミュニティーには存在しません。しつけの行き届いた、比較的問題のない子供達と共に成長し、麻薬やアルコール、喫煙、不良グループなどとは全く無縁で、子供が武器として銃やナイフを携帯することも、恐れも、威嚇も、いじめも、暴力や犯罪その他の青少年の深刻な問題もありません。競争心むき出しのゲームや乱暴すぎるスポーツも奨励していません。「競争よりも協力」が規範です。深い問題を抱える子供は、特別な世話を受け、訓練やカウンセルを通して、自分のフラストレーションや問題を解消する前向きな方法を見い出すための助けが与えられます。

４１．私達の若者は、将来良き親になるための優れた準備をします。

　　「ファミリー」には大家族が多いので、年上の子供達は、様々な年齢の子供達の扱いや教え方について、素晴らしい手本を目にしながら非常に良い訓練を受けます。これは彼らが成長して自分自身が家族を持つ時のための、非常に重要な準備です。私達の若者ほど、大人として様々な役割や責任を担う時のための総括的準備がなされているティーンエイジャーは、あまりいないことでしょう。成人前の若者は、彼らの選択次第で、職業訓練の一部として育児に積極的に関わることが出来ます。

４２．子供達は、人種的及び民族的寛容を学びます。

　　「ファミリー」には、人種的、あるいは民族的偏見は皆無と言ってよいでしょう。私達のクリスチャンの教えや宣教の仕事のゆえに、またメンバーが非常に国際色豊かであるがゆえに、あらゆる宗教、言語、人種、社会的背景の人々に対して、自然と、オープンで肯定的な態度が生まれます。私達のメンバーは、神に対する共通の信仰によって団結し、イエスの愛を通じて、兄弟姉妹のきずなで結ばれています。様々な人種のメンバーがいますが、キリストにあって、私達は神の前に皆同じだと信じており、お互いをそのように扱っています。

４３．私達の子供達は無階級社会に住んでいます。

　　私達のコミュニティーの若者は、無階級社会で育つという益を受けています。「ファミリー」メンバーの間には、仕事の種類の違いはあっても、生活面での大きな格差は一切ありません。極端な貧富の差もなく、学歴による偏見も、人種的あるいは宗教的差別も存在しません。誰もが同じ水準の生活をし、平等です。ホームシェパード（ホームの責任者、牧師）達は皆と一緒にホームの中に住んでおり、他のメンバー全員と同じ物質的待遇を受けます。各人が一人の人間として尊重されているのです。

　　「ファミリー」メンバーの誰一人として、自分の車や家、親の地位、衣服や所持品などのゆえに劣等感を感じたり、恥ずかしい思いをすることはありません。「一切のものを共有に」するからです。（使徒行伝2章44節）　ホーム内では平等な機会と待遇が与えられることから、一般に、特に公立あるいは私立の学校でよく見られる多くの人間関係の障壁や階級意識をもった態度もありません。従って、私達の子供達は、仲間外れにされて辛い思いをすることもなく、むしろ自分がホームと、さらには社会全体の重要な一員なのだと感じています。

４４．リーダーシップは男女平等です。

　　男女が一緒にチームワークで働くことも、私達の子供達が目にしている素晴らしい模範です。それぞれの特質を活かして、人生の様々な課題にバランスよく取り組めます。リーダーシップは、性別ではなく、能力や精神的成熟度に基づいて決定されます。女性がホーム、さらには私達の宣教の仕事全体を導く役割を果すのを子供達が見ることも珍しくはありません。「…男も女もない。皆、キリスト・イエスにあって一つである。」（ガラテヤ3章28節）「ファミリー」の女性は男性と競い合ったり、コミュニティーでの地位や責任を獲得しようと、女性的な魅力と美しさを放棄する必要はありません。男女はそれぞれ、リーダーシップに、男性独自あるいは女性独自のものの見方を反映させ、双方が同等に価値を認められ、尊重されるのです。

４５．私達は、子供達に協調とチームワークを教えることに優れています。

　　「ファミリー」は、愛と協調を土台に運営されており、団結と調和の内に共に働くことを学んでいます。コミュニティーの子供達には、生涯を通してこれらを学ぶ機会があります。私達は、こういったチームワークの原則を日常生活の一部として取入れ、学べることで、自分達や子供達が非常に恵まれていると感じています。チームワークや協力、分け合うといった原則は、現代の、片親の家庭、老人、ホームレス、失業者、恵まれない人々などの様々な問題を容易に解決する助けとなることでしょう。私達は、現代社会の問題の殆どが、愛の欠如や利己主義、協力の拒否、他の人達と分かち合おうとしない、または解決策を求めて共に働こうとしないことなどの現れだと感じています。

４６．私達は、自己鍛錬と自己犠牲の精神を子供達に教えています。

　　宣教の仕事には、多くの自己犠牲、すなわち自分の益よりも他人の幸せを優先させることが要求されます。他の人達のために、自分の願望などを脇にやらねばならないこともあります。宿直中の医師のように、私達の生活は、完全に自分のものではありません。他の人達の精神的な必要を満たすことが、私達の職業です。子供達は、身近な人達が、大勢の人々に最大限に役に立てるよう、頻繁に自らの利益を犠牲にするのを見て育ちます。自己犠牲の精神は、現代社会に切実に必要とされている資質であり、それを学ぶには、やはりそれを実践することが最善なのです。

４７．私達は、子供達に責任を教え、リーダーシップ訓練を行ないます。

　　子供達に責任と他の人への思いやりを教えることは、「ファミリー」の教育で非常に重要です。このような資質は教えられるものではないと思う人もいますが、私達はそうは思いません。教科書から教えたり、理論として教えることはできませんが、子供達の周りにいる手本となる人々から学ばせることは出来るのです。責任を負い、仕事を委託し、権限を持ち、独創的に考え、問題を解決し、決断を下し、率先性を見せながらも他人への思いやりを示すといった、リーダーとしての資質を習得するのは重要なことです。これらのテクニックが身につく最善の環境とは、愛と尊敬、理解と憐れみに満ちた環境です。実際の状況において、人々と関わり、共に働くなら、リーダーとしての責任が最もよく学べます。私達のホームでは、あまりにも負担になり過ぎない程度で、各人に、リーダーまたは責任者としての任務や責任を与えるように努めています。子供達はペットに餌をやったり、部屋が整頓されているかチェックする「責任者」になったり、特別な衣類あるいは衣装の係、または清掃係の「責任者」となることもあります。これらは、ほんの一部をあげただけで、責任は、子供の成長に合わせて増えていきます。

４８．子供達は、有意義な仕事をして、ほめられ、感謝されることで、自尊心を育んでいきます。

　　大小に拘らず、すべての仕事が重要と見なされ、子供達はほめられ、感謝されます。子供達は出来る限り、有意義なお手伝いや活動に関わり、自分達が必要とされ、貢献できる事が沢山あることを自覚しながら成長します。私達は、どんな小さな仕事も軽視せず、それらを忠実に行なうことの重要性を強調しています。子供は、大人が自分の仕事に誇りを持つのと同様に、小さな事でも自分の手伝える事に誇りを持てます。食事の仕度、子供達を教えること、流しの修理、大勢の人達の前でのパフォーマンス、家の掃除など何であれ、ホーム内の仕事はすべて、非常に大切な仕事として扱われます。

　　体に様々な部分があるように、私達は全員が仕事全体の益のために力を合わせて働いており、仕事の大小にかかわらず、各々が同等に必要とされています。仕事は、各自の能力や興味、時間のあるなしに応じて、分担したり、交替でしたり、調整したりします。また、誰にも負担がかかり過ぎないよう仕事を分担することを方針としています。（ガラテヤ6章2節を参照）

４９．コミュニティーの子供達は、借金には無縁で、現代社会によく見られるストレスがあまりない生活環境で育ちます。

　　一般に、借金にあえぐ家庭環境で子供が育つのは好ましくないと言われていますが、私達は、不節制や浪費をしなければ、借金をしなくて済むと子供達に教えています。そのために、きちんと金銭管理をし、収入の範囲内で生活し、共に働き、分け合い、お金を共有にするのです。この原則に従うことで、倍加する利子や月々の巨額の支払いという負担もなくなり、現代の多くの人々が経験するように、ストレスがたまり、陰鬱になってくることもありません。家族が金銭のことで口論しているのを聞いて、不安や恐れを募らせていく子供達が世間には大勢いますが、私達の子供達はそのような口論は殆ど聞くことがありません。

　　非常にストレスの多い社会状況で、多くの難題にも直面しますが、神に対する信仰のおかげで、神が私達の人生を導いて下さるという信頼がわき、この信頼が生活の中のストレスの多くを取り去ってくれるのです。

５０．正直にコミュニケーションをとり、相談することが奨励されています。

　　心の悩みや煩わされている事柄について話し、解決することは、精神衛生上とても重要です。私達の「魂の医者」としての仕事の一つは、正直で有意義な方法で、個人レベルの、心の通じ合う話し方を学ぶことです。このような正直なコミュニケーションが、私達の生活全体で行なわれています。子供達は、コミュニケーションが重視される環境で育ちます。コミュニケーションの問題が皆無というわけではありませんが、私達の子供達は、そのような問題を素早く解決するように教えられ、謙虚さや他人の気持ちを思いやること、自らの間違いを認めることの益などといった、重要な教訓を学べるのです。正直なコミュニケーションは、年齢に関係なく、誰でもいつでも必要とされる非常に大切なテクニックです。

　　他の人達に相談することも私達の生活で常に行なわれていることであって、子供達がすぐに身につけるテクニックです。感情はとても重要で、一人一人の成長の助けにもなれば、妨げにもなり得ます。私達は、大人も子供も皆、自分の気持ちを気兼ねなく話し、心の重荷が重すぎるように感じるなら、他の人達にそのための助けや祈りを求めるように奨励しています。私達のグループの子供達は、悩みや心配事を自分の心にじっとしまって、いつまでも苦しむ必要はなく、それらはいつも何とかして解決できるものだと、幼い頃から教えられます。神と他の人達の助けがあれば、負える以上の重荷に苦しむ必要はないのです。こういった態度のおかげで、子供は苦悩や混乱なしに、健全な精神状態でより楽しい生活が送れます。

　　また、私達の子供達は、言葉で他人を傷つけてはならないとも教えられています。話すことは神からの賜物であって、人を傷つけたり、つまらない噂をしたり、不平を言ったり、大言壮語したり、見下したりするのではなく、もっと人を助け、慰めるために使うようにと教えられるのです。言葉は、知恵を用いて使えば、非常に素晴らしく、大きな意味を持ちます。神が望まれているように話すことは、日々の課題であり、それ自体が教育なのです。

結論：永遠に残る教育

　　「ファミリー」での教育の最終結果は何でしょうか？　人生に目的意識を持った明るく健全な子供達、永続的なクリスチャンの教えに従って導かれる子供達、また何であれ、自分が選んだ道で、満ち足りた、生産的で成功に満ちた人生を送るために必要な技術や経験や実務訓練を備えた若者達です。私達の実践する教育法は、親がわが子の教育に積極的に関われるようになっています。これは家族の団結を強め、コミュニケーションや理解の障害を取り除くのに役立っています。健全なクリスチャンの生活環境、すなわち親やその他の模範となる人達自身が、他人の必要を満たすために献身的に仕えているという環境で、各々の子供の性格や才能、興味、技術や能力などが育まれるのです。私達の子供達は、神の御言葉を勉強し、現代社会において活発なクリスチャンに要求されるリーダーとしての技術を経験し、実践する一方で、キリスト教が日常生活の基盤となって実践されるのを目にすることで、大きな益を受けています。私達は子供達に最高の教育を与えたいと思っています。この世で、また来たるべき神の偉大な御国において、十分に役立つ教育を、です。

　　「ファミリー」について、もっとお知りになりたい方は、遠慮なくご連絡下さい。信仰や祈り、神の御言葉や神の素晴らしい愛について、私達が学んでいる事柄を、喜んで皆さんやご家族にお教えしたいと思います。皆さんが人生の扉を開き、イエスをお迎えするなら、神が皆さんと皆さんの愛する方々を祝福され、永遠の命という賜物を与えて下さることでしょう。
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